
器官制御生理学学士再試験問題（90分）
（大橋・河合）

平成 21年 9月 25日

【 I 】次の生理あるいは病態生理現象の発生する仕組みを生理学的根拠に基づいて、筋道を立てて論理的に説明しな
さい。（50点）

1. 血漿中のカリウムイオンが 8mM程度の高カリウム血症の患者さんでは、心臓の興奮性が高まり、致死性の
不整脈を発生しやすいと言われている。その理由について説明しなさい。

2. 心拍数が 70∼120回/分の範囲で変化しても、健康な成人では心拍出量はほとんど変化しない。その理由に
ついて説明しなさい。

3. 過換気を起こして失神した患者さんの治療に、自分の呼気の大部分を再度吸入させることが有効であると言
われている。その理由を説明しなさい。

4. 赤血球内の解糖系代謝酵素の一部が生まれつき欠損した患者さんでは、溶血性貧血が主な症状になると言わ
れている。その理由を説明しなさい。

5. 高レニン血症を伴う腎性高血圧症の患者さんでは、最低血圧の上昇がより顕著に見られると言われている。
その理由を説明しなさい。

【 II 】組織間隙に過剰の水分が貯留した状態の浮腫を発生させる要因について、組織間隙の水溶性低分子物質の移動
の生理学的仕組みについてまず説明し、それに基づいてその要因をもれなく列記しなさい（ただし、病名にあ

らず）。（25点）

【 III 】腎臓の尿細管での再吸収について次の問いに答えなさい。（25点）

1. 近位尿細管における一次性能動輸送と二次性能動輸送について説明しなさい。

2. ヘンレループでの水分とナトリウムイオンの移動について説明しなさい。

3. ループ利尿薬の作用機序について説明しなさい。


